
殺菌剤

弊
社
で
は
、
圃
場
の
土
壌
を
ご
送
付
頂
き
、
そ
の

土
壌
中
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
数
を
測
定
し
、
防
除
計
画
の

ご
参
考
に
し
て
頂
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
を
無
料
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
弊
社
担
当
者
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
チ
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ウ
検
定
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
！
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無処理区

きゅうり・褐斑病

処理区

従来とは異なる
構造を有しています

イソフェタミド（ケンジャ）

イソフェタミドは、一部の既
存SDHI感受性低下菌にも有
効である事が確認されていま
す。これはリンカー部（赤点
線枠）が既存SDHI剤は硬い
結合であるのに対し、イソ
フェタミドは柔軟な構造をし
ており、従来と異なる構造で
あると考えられるためです。

知
っ
て
得
す
る
⁈

薬
剤
耐
性
菌
の
出
現
は
、
同
一
系
統
の
殺
菌
剤
の
連
用
散
布
に

よ
っ
て
、
感
受
性
菌
が
淘
汰
さ
れ
、
代
わ
っ
て
突
然
変
異
し
た
耐
性

菌
が
圃
場
を
占
有
す
る
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
一
系

統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
は
さ
け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
意
識
し

た
組
み
立
て
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ケ
ン
ジ
ャ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
新
規
骨
格
を
有
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤
で
あ

る
た
め
、
既
存
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤
と
交
差
リ
ス
ク
の
少
な
い
薬
剤
で
す
。

幅
広
い
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
も
ち
、
灰
色
か
び
病
、
菌
核
病
等
を

中
心
に
子
の
う
菌
類
、
不
完
全
菌
類
に
活
性
を
示
し
ま
す
。

予
防

効
果
主
体
の
薬
剤
で
す
が
、
胞
子
形
成
阻
害
作
用
を
持
ち
、
次
世
代

の
菌
密
度
を
効
率
的
に
抑
え
ま
す
。

作物名 きゅうり（エクセレント節成2号）

病害名 うどんこ病（甚発生）、褐斑病（甚発生）

散布日 11月18日、25日 処理方法 300ℓ/10a 2回散布

調査日 12月9日（最終散布14日後）

調査方法

株あたり15葉を調査し、発病葉率、発病度を算出した
０：発病を認めない、１：病斑がわずかに認められる、２：病
斑が葉面積の1/4未満を占める、３：病斑が葉面積の1/4～
1/2未満を占める、４：病斑が葉面積の1/2以上を占める

【試験事例①】九州病害虫防除推進協議会試験（宮崎県総合農業試験場2015年）
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【結果】
うどんこ病、褐斑病いずれもケ
ンジャフロアブルは対照薬剤に
比較し優れた防除効果が得られ
た。薬害はなかった。
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供試薬剤 希釈倍率 発病株率 発病度 防除価

ケンジャFL 1500倍 9 2.3 90.7

対照C剤 2000倍 30.4 15.3 37.2

無処理 43.6 24.3

供試薬剤 希釈倍率 発病株率 発病度 防除価

ケンジャFL 1500倍 5.6 1.4 83.1

対照D剤 1000倍 5.6 1.4 83.1

無処理 33.3 8.3

小豆菌核病

作物名 レタス（サウザー）

病害名 灰色かび病（多発生・接種）

散布日 5月16日、24日、31日 処理方法 150ℓ/10a 7～8日間隔で3回散布

調査日 6月7日（最終散布7日後）

調査方法
各区全株を対象に発病の程度を調査し、発病度から防除価を算出した。
０：発病指数０発病を認めない、１：外葉の一部のみに発病、２：大部分の外葉に発病、
３：結球部にまで発病、４：株が萎凋または枯死

【試験事例②】日植防委託試験（大阪府立環境農林水産総合研究所食とみどり技術センター2013年）

【結果】
ケンジャフロアブルは対照薬剤に比較し優れた防除効果
が得られた。薬害はなかった。

作物名 小豆（京都大納言）

病害名 菌核病（少発生）

散布日 9月26日、10月3日、10日 処理方法 150ℓ/10a 7日間隔で3回散布

調査日 10月17日（最終散布7日後）

調査方法
各区30株を対象に菌核病の発病程度を株ごとに調査し、発病度を算出した。
０：発病指数０発病を認めない、１：莢を中心に株全体の1/4以下の発病、２：莢を中心に株全体の
1/2が発病、３：莢を中心に3/4が発病、４：莢を中心に株全体が羅病

【試験事例③】日植防委託試験（京都府農林水産技術センター2012年）

【結果】
ケンジャフロアブルは対照薬剤とほぼ同等の効果があり、
無処理と比較し効果が認められた。薬害はなかった。

ケンジャフロアブルの詳しい登録内容は弊社ホームページをご覧ください。

レタス灰色かび病病斑


